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町の考えを聞く

　
質
問

①
昨
年
の
外
来
船
誘
致
の
実
績

と
今
後
の
活
動
は
。

②
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
の
保
留
地
は
完

売
し
た
か
。
価
格
が
高
い
の

で
は
な
い
か
。

③
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
を
早

急
に
改
修
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

ま
た
、
県
内
の
沖
合
底
曳
網

漁
船
の
船
主
に
対
し
て
、
引

き
続
き
水
揚
げ
要
請
を
す
る
。

②
問
い
合
わ
せ
が
数
件
あ
っ
た

が
、
購
入
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
妥
当
な
単
価
と
し
て
販
売

し
た
が
、
高
い
と
の
声
も
あ

る
。
今
後
は
区
画
の
形
状
、

面
積
の
見
直
し
な
ど
工
夫
し

販
売
を
促
進
し
て
い
く
。

③
舞
台
吊
り
物
や
冷
暖
房
施

設
、
照
明
設
備
な
ど
の
改
修

を
予
定
し
て
お
り
、
秋
の
町

民
芸
術
祭
に
は
間
に
合
わ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
質
問
　
住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
指
針
を

示
せ
。

　
沼
崎
町
長
　
新
年
度
か
ら
住

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し

い
地
域
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
昨
年
　
月
に
住
民
協
働
推

１２

進
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
支
援
事
業
の
内
容
、
方
法
、

補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
、
住
民
協
働
推
進
支
援
事

業
補
助
金
交
付
制
度
を
制
定
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
自
治
会
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
、
自

主
防
災
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
実
施

す
る
地
域
づ
く
り
事
業
に
要
す

る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交

付
し
、
補
助
率
は
、
対
象
事
業

費
の
５
分
の
４
以
内
、
限
度
額

は
１
団
体
最
高
で
年
間
　
万
円

３５

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
新
年
度
予
算
と
し
て
は
、
１

５
０
万
円
計
上
し
て
い
る
。
支

援
事
業
の
内
容
は
▽
地
域
づ
く

り
▽
地
域
福
祉
▽
環
境
衛
生
▽

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
▽

防
災
・
安
全
▽
産
業
振
興
▽
そ

の
他
住
民
協
働
に
関
す
る
こ
と

事
事
の
７
項
目
で
あ
る
。

住民協働

補
助
金
交
付
制
度
を
制
定

地
域
づ
く
り
の
指
針
は

沼﨑詔安議員

施設整備

平
成

年
度
に
改
修
を
予
定

１９

中
央
公
民
館
の
早
期
改
修

　
沼
崎
町
長

①
昨
年
の
実
績
は
、
宮
城
県
の

サ
ン
マ
船
１
隻
が
約
１
０
２

㌧
。
北
海
道
の
小
型
船
１
隻

が
延
べ
３
回
で
約
　
㌧
を
水

１６

揚
げ
し
た
。

　
今
後
の
誘
致
活
動
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
誘
致
先
を
訪

問
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

問
屋
と
市
場
担
当
者
の
面
識

も
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

協
議
会
で
提
案
し
て
い
く
。

平成１９年度に改修が行われる中央公民館大ホール
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